
令和6年1月5日（金）13時25分 ～ 14時33分
全員協議会室
七田満男 議長
中村　聡、土屋克之、西尾雄次、磯貝幸博、川口正己、生田勇人、恩道
正博、北川悦子、夷藤　満、清水文雄、中川　達、南　守雄
（なし）
（なし）
（なし）
上出 副町長、松井 総務部長、上前 都市整備部長、
堀川 議会事務局長、川端 事務局次長兼参事

（１）地震の被害状況等について

【説明員】
（現況等について、資料に基づき説明。）

○ 主な質疑等
【委員】

上下水道の状況について…下水の損傷が激しく、早期の復旧を望むが、上水
だけでも復旧できる地域は飲料水としての利用を認めてほしい。

【説明員】
下水の本管を調査した結果、北部地区で、管が外れて砂で埋まっている状
況。

【委員】
断水地域での仮設トイレの増設してほしい。

【説明員】
電線が垂れ下がったりして、トラックの地域があり、出来る箇所から設置し
ている。

【委員】
被害状況の報道について…報道で内灘町の被害家屋が2件とされている。内
灘町の現状が周知されていない。
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【説明員】
2件というのは、町が発表した数値ではなく、一部の報道機関が、どこから
か聞いて発表したものと思われる。被害家屋の件数は、罹災証明の申請数を
報告する予定だが、近隣の市町の状況を確認して発表の方法を検討したい。

【委員】
仮設住宅が出来るまでの間、鶴ケ丘の解体予定の県営住宅を活用できない
か。

【説明員】
県と調整中。話を進めていきたい。

（２）その他
（特になし）

（以上）
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